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日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
実
施

◎
該
当
者
　
満
三
歳
～
学
齢
ま
で
の

人
。　
●
初
回
免
疫
（
一
～
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
）
…
満
三
歳
に
達
し
た
人

及
び
前
年
接
種
し
な
か
っ
た
人

　
●
追
加
免
疫
（
前
年
初
回
免
疫
が

地
区
名

接
種
月
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

飛
一
小
学
校
区

5
月
6
日

（
火
）

5
月
1
3
日

（
火
）

午
後
　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
　
一
　
小
　
学
　
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
　
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
　
二
　
小
　
学
　
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
　
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
　
木
　
又
　
分
　
校

吉
田
小
学
校
区

午
後
　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

吉
　
田
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
　
2
時
5
0
分
～
3
時

ケ
山
小
学
校

下
条
小
学
校
区

5
月
7
日

（
水
）

5
月
1
4
日

（
水
）

午
後
、
1
時
3
0
分
～
2
時

下
　
条
　
公
　
民
　
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
　
2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

午
後
　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

島
　
小
　
学
　
校

真
田
小
学
校
区

午
後
　
2
時
4
0
分
～
3
時

田
　
小
　
学
　
校

中
条
小
学
校
区

5
月
8
日

　
（
木
）

5
月
1
5
日

　
（
木
）

午
後
　
－
時
⑳
分
～
2
時
2
0
分

一
回
目
　
中
条
小
学
校

二
回
目
　
中
条
公
民
館

東
小
学
校
区
5
月
8
日

　
（
木
）

5
月
1
6
日

　
（
金
）

午
後
　
－
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

一
回
目
　
東
小
学

二
回
目
勤
労
至
ホ
去

水
沢
小
学
校
区

5
月
1
5
日

（
木
）

5
月
2
3
日

（
金
）

午
後
　
1
時
4
0
分
～
2
時
1
0
分

水
　
沢
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
学
校
区

午
後
　
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

珠
田
分
校
区

午
後
　
2
時
50
分
～
3
・
時

三
　
田
　
　
分
　
　
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

5
月
1
6
日

　
（
金
）

5
月
2
3
日

　
（
金
）

午
後
　
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

労
青
少
年
ホ
ー
ム

六
箇
小
学
校
区

5
月
1
6
日

　
（
金
）

5
月
2
6
日

　
（
月
）

午
後
　
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

野
中
小
学
校
区

午
後
　
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

野
中
　
小
　
学
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

5
月
2
1
日

　
（
水
）

5
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
　
1
時
如
分
～
2
時
2
0
分

吻
労
青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
全
区
5
月
2
7
日

　
（
火
）

6
月
5
日

　
（
木
）

午
後
　
1
時
4
0
分
～
2
時
2
0
分

川
　
治
　
公
　
民
　
館

完
了
し
た
人
）

◎
接
種
料
金
　
一
回
三
百
五
十
円

◎
接
種
前
後
の
注
意
　
●
前
目
入
浴

を
さ
せ
清
潔
な
肌
着
の
着
用
。
●
朝

体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
混
雑
し
た

会
場
で
あ
わ
て
て
計
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
●
母
子
手
帳
・
印
か
ん

を
忘
れ
ず
に
。
問
診
票
は
保
護
者
が

責
任
を
も
っ
て
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
日
は
も
ち
ろ
ん
、
場
合
に
よ

っ
て
は
翌
日
も
入
浴
を
ひ
か
え
、
当

日
は
昼
寝
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
●
有

熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
そ

の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

㎜
3
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
（
憲
法
記
念
日
）
8
2
の
2
9
5
7
番
…

…
4
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
　
　
　
　
　
溶
2
の
3
2
7
6
番
…

　
　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
…

…
　
　
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
　
…

…
5
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
…

…
（
子
供
の
ロ
）
　
8
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
3
4
番
　
…

…
1
1
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
三
）
　
…

㎜
　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番
…

一
1
8
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

…
　
　
　
　
盈
5
の
2
0
0
3
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
　
　
　
　
壼
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
…

…
2
5
目
　
池
田
医
院
（
本
町
璽
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
一

◎◎

灘
離
撫
鶴
錯
話
朋
酷
繍
）

、麿い鳥葉書を無料交付
◎麗象者　身体障害轡障害程度等級裏の1級、

　　　　　2級の入

潮交付数　1人20樵無料

◎交付期閥’5月31日まで

薗受付渇　十貝町、魚沼中条、土市の各郵便局

極持参するも、の　手帳、印かん（代理人でけっ

　　　　　　　こうです）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
三
十
日
困
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山

谷
、
稲
葉
▼
五
月
＋
二
日
側
午

後
一
時
～
四
時
半
ま
で
　
蕨
平
、
三

ツ
山
、
上
田
原
　
▼
五
月
十
四
日
困

午
後
一
時
半
～
五
時
ま
で
　
八
幡
田

町
　
▼
五
月
十
四
日
困
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
　
下
川
原
町
、
南
新
田

町
、
四
日
町
新
田
第
年
の
一
部
　
▼

五
月
十
五
日
㈱
　
午
前
九
時
s
午
後

一
時
ま
で
　
天
池

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
城

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

5
月
2
1
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

55

年
1
月

生
れ
の
人

域全

　
）
　
　
o

　
紙
い

。
用
さ

す
ト
下

ま
一
で

り
ケ
い

送
ン
お

を
ア
は

書
（
た

知
　
　
か

通
　
　
の

診
　
　
月

検
　
　
当

み
　
　
該

の
　
　
も

診
　
　
と

検
　
　
く

児
　
　
な

　
壁
』

月
　
　
　
力

　
ー

カ
　
　
　
気

6
　
　
通

歳
　
　
人

1
　
　
個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

5
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
n
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

5
月
1
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
n
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

5
月
12
日

　
（
月
）

午
後
1
時
半

～
4
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

水
沢
地
区

5
月
1
6
日

　
（
金
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

5
月
2
0
日

　
（
火
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

5
月
2
7
日

　
（
火
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

5
月
2
2
日

　
（
木
）

十
日
町
公
民
館

54

年
5
月

～
7
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

　
区

市
役
所
市
民
相
談
室

O
・
・

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

：
○

」販5／25
　　　　　　　　　　　□55号口
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地
区
広
聴
会
開
催
中
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
日
程
を
一
部
変
更

　
“
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
”
を
合
言
葉
に
、
今
年
も
地
区
広
聴
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
に
は
六
箇
地
区
を
は
じ
め
五
会
場
で
実
施
さ
れ
盛
況

で
し
た
。

　
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
市
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
あ
な
た

の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

6月分地区広聴会日程
月　　日

σ
地
　
区 会　　場

　　日
2　を” 新　座 新　座　分　館

6目 大井田 大井田分館
9日 川　治 川治地区公民館

時間はいずれも夜7時～9時

6月12日八箇地区、13日下条地区
23日水沢地区、24日馬場地区の広
聴会は7月に変更します。

　拶徽
と6』厚昌β3

着
長
と
謬
る
俘

ー
六
月
一
日
（
日
）
1

時
間
午
後
三
時
～
七
時

会
場
　
市
役
所
市
長
応
接
室
（
二
階
）

　
次
回
の
市
民
と
語
る
日
は
、
一
日

が
日
曜
目
に
な
り
ま
す
が
、
予
定
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
地
域
や
グ
ル
ー

プ
、
個
人
の
問
題
な
ど
な
ん
で
も
い

い
で
す
の
で
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ

さ
い
．
お
い
で
の
時
に
は
、
企
画
広

報
係
（
3
七
ー
三
一
二
番
内
線
二

三
六
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直
接

お
い
で
い
た
だ
い
て
も
結
構
’
．
㌧
す
。

轍役叢歯の馨線餐簿が謎鍵織

課　　　　　　　　名 番号
一一民　活課

（市民係、年金係、行政相談員） 52711

社会福祉事務所、市民生活課環境係 52412

保健衛生課 52714

税　務　課 52512

総務課、財政課 52713

水道局、財政課国土調査係 52511

建設課、下水道課 52411

農林課、商工課、農業委員会事務局 52712

議会事務局 52513

教育委員会事務先．1 52413

当　直　室 52414

選挙用臨時有線 52514

開発課、苗場水沢分室 廃止

農
耕
機
械
に
よ
る

　
　
道
路
汚
染
防
止
を

　
春
の
農
作
業
も
た
け
な
わ
で
す
が
、

最
近
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等

に
付
着
し
た
泥
、
土
な
ど
で
道
路
が

汚
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
を
い
つ
も
き
れ
い
に
保
つ
た

め
、
機
械
に
付
着
し
た
泥
、
土
な
ど

を
洗
い
流
し
て
か
ら
、
道
路
を
通
行

す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ー
十
日
町
土
木
事
務
所
ー

不
動
産
取
得
税
が

改
正
に
（
軽
減
措
置
）

　
住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た

場
合
の
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

取
得
の
目
か
ら
六
十
日
以
内
に
申
告

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

◎
新
築
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
床
面

積
が
六
十
五
平
方
㌶
以
下
で
、
か
つ

一
平
方
材
当
た
り
の
価
格
（
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
く
価
格
で
、
取

得
価
格
で
は
な
い
）
が
、
八
万
七
千

円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

◎
中
古
住
宅
や
多
、
の
土
地
の
取
得
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
も
の
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
詳
細
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
（
盈
七
－
五
五
一
一
番
内
線
二

〇
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
訂
正
　
五
月
十
日
付
市
報
十
面
の

市
民
税
の
均
等
割
額
千
三
百
円
を
干

二
百
円
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。



県きものの女王コンテスト（体育館）丑

　　　　　．籍き月

　　、、砦紺、も晴

薙講達緊露のれ
鑛舞藤窒周姿に
　の＿’さシ璽り十
蠣瓢1齢日が
糧纏難報睾は
　盆基壁宴ζ眞？も、

態蠣1ひ鉛のえ
簿讐購躯奪て

十三詣り（本城院）

　
　
　
…
第
四
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
・
…
、
、

第
四
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
が
五
月
晴
れ
の
十
八
日
盛
大
に

　
開
か
れ
ま
し
た
．
主
会
場
の
市
体
育
館
で
は
県
き
も
』
の
の
女
王

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
、
き
も
の
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
抹
茶
の
サ
ー

　
　
　
ビ
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
十
三

　
　
　
詣
り
（
本
城
院
）
、
明
石
ち
ぢ
み
展
（
博
物
館
）
、
求
評
会
出

　
　
　
　
作
品
一
般
公
開
（
織
物
会
館
）
、
歩
行
者
天
国
と
、
き
も
の
の

　
　
　
　
　
里
の
き
も
の
の
ま
つ
り
を
十
分
堪
能
し
た
一
日
で
し
た
。今日は子供たちもきもの

階、■

求評会出品作品一般公開

　（織物会館）

自動車なんかぶっこわせ

　　（本町2丁目）

　　　　81きものの女王　中島薫さん（見附市）
準ミス早川幸枝さん（十日町市）渡辺直子さん（下田村）治小自転車教室

（本町3丁目）

（3）““ml”1“”lll””m“llと翻”6賜琶逝ll”m”M“1”mlll””””1””1”“11（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日

十
日
町
大
火
八
十
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
季
消
防
演
習

　
今
年
は
、
十
日
町
大
火
か
ら
ち
ょ

う
ど
八
十
年
に
な
り
ま
す
。
十
日
町

大
火
は
、
明
治
三
十
三
年
六
月
十
日

原
町
（
現
在
の
本
町
一
丁
目
付
近
）

か
ら
出
火
し
、
晴
天
続
き
だ
っ
た
の

と
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、

翌
十
一
日
ま
で
燃
え
続
け
、
焼
失
戸

数
七
百
五
十
二
戸
、
被
災
者
数
三
千

八
百
八
十
二
人
、
土
蔵
や
納
屋
を
含

め
た
被
害
総
額
は
当
時
の
価
格
で
二

百
万
円
に
も
及
ん
だ
大
惨
事
で
す
。

　
こ
の
大
火
八
十
周
年
を
記
念
し
て
、

六
月
八
日
（
日
）
大
が
か
り
な
春
季

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
演
習
は

午
前
七
時
半
に
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ン
ド
に
集
合
し
式
典
や
ポ
ン
プ
操
法

の
演
習
を
行
っ
た
あ
と
九
時
頃
か
ら

十
高
↓
昭
和
町
通
り
↓
駅
通
り
↓
本

町
三
丁
目
↓
二
丁
目
の
順
に
市
中
行

進
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
九
時
四
十

五
分
か
ら
は
「
本
町
二
丁
目
付
近
か

ら
出
火
し
た
火
災
が
、
折
か
ら
の
南

風
に
あ
お
ら
れ
て
延
焼
し
、
各
所
に

飛
火
し
て
い
る
」
こ
と
を
想
定
し
、

駅
通
り
、
高
田
町
通
ゆ
、
昭
和
町
通

り
、
西
寺
町
・
加
賀
糸
屋
町
を
中
心

に
大
が
か
り
な
消
火
演
習
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
地
区
で

は
、
九
時
か
ら
十
時
四
十
分
ま
で
交

通
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
こ
の
演
習
に
は
、
消
防
団

員
な
ど
千
三
百
人
と
、
ポ
ン
プ
車
、

化
学
車
、
救
助
工
作
車
な
ど
約
三
十

台
が
参
加
し
ま
す
。

一献血車日程一
とき5月26目（月）

　　　午前10時～午後3時

ところ　関芳織物㈱

とき5月27日㈹
　　　午前10時～午後3時

ところ　十日町専門店会

とき6月11日困
　　　　午前10時～午後3時

ところ　中条公民館大井田分館

とき6月12日体1
　　　午前10時～午後3時

ところ　滝文工業㈱
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＋
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が
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％
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多
く
、

一
番
す
く
な
い
水
沢
地
区
で
も
八
十

一
％
で
す
。
門
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歯
一
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で
体
重
が

、
O
・
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％
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』
と
書
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す
。
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の
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住所 氏　　名 保護者

大黒沢1 秋山新太郎 正信

大黒沢1 下条由美子 義章

北新田3 田村　修一 正

高田町5 西　野　誠 晃

高山4 高橋　昌代 新一

西本町1 田村かおる 由松

田川町1 内山　史郎 節夫

新座4 小　林　崇 孝行

新座3 柳　英　明 広蔵
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県きものの女王コンテスト（体育館）丑

　　　　　．籍き月

　　、、砦紺、も晴

薙講達緊露のれ
鑛舞藤窒周姿に
　の＿’さシ璽り十
蠣瓢1齢日が
糧纏難報睾は
　盆基壁宴ζ眞？も、

態蠣1ひ鉛のえ
簿讐購躯奪て

十三詣り（本城院）
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つ
り
・
…
、
、
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．
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茶
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ビ
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
十
三
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階、■

求評会出品作品一般公開

　（織物会館）

自動車なんかぶっこわせ

　　（本町2丁目）

　　　　81きものの女王　中島薫さん（見附市）
準ミス早川幸枝さん（十日町市）渡辺直子さん（下田村）治小自転車教室

（本町3丁目）
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6）”1”””””””1””1”””と’』6．ガ8r3δぢ」切らぜ」阪”Ill”””ll“”””””1”””llIl”II”1（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日1”lllll“”””

　　各種大会に参蒲を　　　　　高齢者スポ騨ツ教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1期間　6月10日～7月29日（毎週火曜日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮○少年野球大会　　　　　　　　　　　　　　　　　曼時間　午前9時半～11時半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
　1回目　6月17日～21日　若獅子旗争奪学校対抗・1会場　市民体育館ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　2回目　8月2日～3日　町内、クラブ対抗　　1内容　ゲートボール、輪投げ、バドミン1・ンなどび）レク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　会場　信濃川運動公園ほか　　　　　　　　　　1　　　リエーシヨン種目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂○地区体協対抗球技大会　　　　　　　　　　　　曼講師　市体育課職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　野球大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　1申込み　市社会編祉事務所隔祉係（内線216）水落昭夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　8月10日　信濃川運動公園　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
　籠球大会　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薯　11月16日　市民体育館　　　　　　　　　　　鳶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　排球大会　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　期日、会場とも未定　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
○婦人バレーボール大会　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　6月25日～26日　十日町市民体育館　　　　　転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
○バスケット市内ナイターリーグ　　　　　　　　i

　　8月～11月　午後6時～9時1半　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
○市民スポーツ大会　10月10日　　　　　　　　　1
　陸上競技、バレーボーノレ、バスケット、卓球、野1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　球、テニス、体操、バドミントン　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞
○市民スキー大会　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾　　2月中旬　西小学校、市民スキー場

十日町市体育指導委員

氏　　名 勤　務　先 特　　　　　技 経験

野　沢　茂 エビスヤ
スキー・♂　　。”　聯・

陸上
21

宮入　健一 島善織物 スキー・排球 12

庭野　茂樹 庭重捲屋 羽　球 12

庭野　雅弘 よりかめ 排球・陸上 8

丸山　亮一 丸山桐材店 排球・スキー・陸上 7

渡辺　嘉平 新川屋建設工業
　　。　　Fラ●

レクリエーション 5

佐野　久美 富士会館 民踊・フ才一クダンス 5

関口　陽子 自　宅
　　o　　　　　　　　　　　　　　●

フォークダンス 4

金子　信義 十日町電報電話局 排　球 3

根津　文雄 大島電気商会 排　球 3

小杉　良一 ＋日町電報電話局 排　球 3

古沢美智代 朝日堂時計店 排　球 3

水野　正則 井筒屋商店 山岳・野外活動 3

田川久美子 田川紋工所 排　球 3

春　日　昇 十日町砂利 相撲・排球・野球 3

樋熊準子 水沢中学校
　泳・

レク　リエーション
2

中村田鶴子 北越保育園 民　踊 1

根津　聖六 エドヤ 草　球 1

川田　政春 川喜屋 排　球 1

樋　熊　操 小野塚経理事務所 排球・フ才一クダンス 一

～

象
間
間
師

対
期
時
講

費△π

申込み

～

　　　　　　　　　　　　　　
饗蕪鎌星ス教室
中学生、小学校高学年

5月～10月（16回）

午後2時～4時　会場　信濃川運動公園

横山保氏（54年県チャンピオン）ほか庭

球協会員

1，500円（含傷害保険料）

　市体育課

　　　婦義瀞蟻泳教・嚢、
　　　7月30日～8月5目の、7回

　　　午前10時～12時

　　　十日町市民プール

　　　市体育指導委員　申込み　市体育課

　　　・巡姻籔購一繊．，数1凄・

　　　東下組小学校（〃水曜日）

　　　名ケ山小学校（〃木曜日）

　　　馬場小学校　　（〃金曜日）

内容　民踊、フオークダンス、レクリェーショ

　　　ンなど

会費　680円（傷害保険料）

申込み　第1回目に各会場で

期間

時間

会場

講師

期間　7月1日～8月1日までの5週間に5回

時間　午後7時半～9時半

会場　飛二小学校（毎週火曜日）

講師　市体育指導委員
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1難購濾撚難縣難烈熱轟顯麟1

スポーツは健康の泉

市体育課（趨ll1番）

《一《｛A・〈｛・
　　　民踊指導者講習会
期日　6月6日、131日、20日、7月1日
　　　7月4日（5回）

　　午後7時～9時
　　市公民館本館ほか

　　柏崎、中条、津南、長岡地方び）民踊

　　郡市内民踊保存会員ほか

申込み　市体育課

時間

会場

内容

講師

　　　　　　　　　　　　　　　　ドノスポーツリー外講習会1
期臼　1回目6月15目　2回目9月～10月（予定）

時間　午後1時～3時半

会場　市公民館本館

テーマ　地域におけるスポーツクラブの育成に一）

　　　し・て

講師　県立女子短大　松木真言教授

申込み　市体育課

一　隔一一㎜　　市民の為の民踊講習会
期日　7月下旬～8月上旬（3回）

時間　午後7時～9時半

会場　市民体育館

内容　レクリェーションとして民踊を習得しよう

講師　市体育指導委員

申込み　市体育課

　バレーボール審判講習会
期日　8月、10月の2回

時間　午後7時半～9時半

会場　市民体育館

内容　6人制、9人制、婦人バレールールに・）い

　　て
講師　県バレーボール協会審判部員

申込み　市体育課

　　　　　　　　　　　　　　｝｝》噸一〉》

　　　　　レクリェーション行事

ジュニアレクリェーション教室

　日時　6月22日　午前9時半～午後3時

　会場　十目町小学校体育館

　内容　ゲーム、うた、ミニ運動会

　講師　日本レク協会公認上級指導員　荒木快英氏

ジュニァ夏休み研修旅行

　期日　8月20日～22日

　会場　県青少年研修センター

　内容　ウォークラリー、キャンプ、角田山登山

婦人レクリェーション講習会

　期日　11月

　内容　レクソング、レクダンス、

市民ハイキング

　期日　9月14日（日）

　行先　未定

グルーフ。の作り方など，

　　学校開放
　地域グ）スポーツ活動の場とし

て、市内グ）指定した小中学校び）

屋内体育館を開放しています．

スポーツをやりたいかたは10名

以上のグループを！）くって申込

みをしてください。

開放校　十日町小、西小、東小、

　　　　中条小、下条小、飛一

　　　　小、吉田小、鐙島小、

　　　　水沢小、六箇小、南中、

　　　　十中、中条中

申込み　市体育課 、
q
O
、
ー



6）”1”””””””1””1”””と’』6．ガ8r3δぢ」切らぜ」阪”Ill”””ll“”””””1”””llIl”II”1（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日1”lllll“”””

　　各種大会に参蒲を　　　　　高齢者スポ騨ツ教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1期間　6月10日～7月29日（毎週火曜日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮○少年野球大会　　　　　　　　　　　　　　　　　曼時間　午前9時半～11時半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
　1回目　6月17日～21日　若獅子旗争奪学校対抗・1会場　市民体育館ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　2回目　8月2日～3日　町内、クラブ対抗　　1内容　ゲートボール、輪投げ、バドミン1・ンなどび）レク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　会場　信濃川運動公園ほか　　　　　　　　　　1　　　リエーシヨン種目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂○地区体協対抗球技大会　　　　　　　　　　　　曼講師　市体育課職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　野球大会　　　　　　　　　　　　　　　　　　1申込み　市社会編祉事務所隔祉係（内線216）水落昭夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　8月10日　信濃川運動公園　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
　籠球大会　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薯　11月16日　市民体育館　　　　　　　　　　　鳶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　排球大会　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　期日、会場とも未定　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
○婦人バレーボール大会　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　6月25日～26日　十日町市民体育館　　　　　転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
○バスケット市内ナイターリーグ　　　　　　　　i

　　8月～11月　午後6時～9時1半　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
○市民スポーツ大会　10月10日　　　　　　　　　1
　陸上競技、バレーボーノレ、バスケット、卓球、野1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　球、テニス、体操、バドミントン　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞
○市民スキー大会　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾　　2月中旬　西小学校、市民スキー場

十日町市体育指導委員

氏　　名 勤　務　先 特　　　　　技 経験

野　沢　茂 エビスヤ
スキー・♂　　。”　聯・

陸上
21

宮入　健一 島善織物 スキー・排球 12

庭野　茂樹 庭重捲屋 羽　球 12

庭野　雅弘 よりかめ 排球・陸上 8

丸山　亮一 丸山桐材店 排球・スキー・陸上 7

渡辺　嘉平 新川屋建設工業
　　。　　Fラ●

レクリエーション 5

佐野　久美 富士会館 民踊・フ才一クダンス 5

関口　陽子 自　宅
　　o　　　　　　　　　　　　　　●

フォークダンス 4

金子　信義 十日町電報電話局 排　球 3

根津　文雄 大島電気商会 排　球 3

小杉　良一 ＋日町電報電話局 排　球 3

古沢美智代 朝日堂時計店 排　球 3

水野　正則 井筒屋商店 山岳・野外活動 3

田川久美子 田川紋工所 排　球 3

春　日　昇 十日町砂利 相撲・排球・野球 3

樋熊準子 水沢中学校
　泳・

レク　リエーション
2

中村田鶴子 北越保育園 民　踊 1

根津　聖六 エドヤ 草　球 1

川田　政春 川喜屋 排　球 1

樋　熊　操 小野塚経理事務所 排球・フ才一クダンス 一

～

象
間
間
師

対
期
時
講

費△π

申込み

～

　　　　　　　　　　　　　　
饗蕪鎌星ス教室
中学生、小学校高学年

5月～10月（16回）

午後2時～4時　会場　信濃川運動公園

横山保氏（54年県チャンピオン）ほか庭

球協会員

1，500円（含傷害保険料）

　市体育課

　　　婦義瀞蟻泳教・嚢、
　　　7月30日～8月5目の、7回

　　　午前10時～12時

　　　十日町市民プール

　　　市体育指導委員　申込み　市体育課

　　　・巡姻籔購一繊．，数1凄・

　　　東下組小学校（〃水曜日）

　　　名ケ山小学校（〃木曜日）

　　　馬場小学校　　（〃金曜日）

内容　民踊、フオークダンス、レクリェーショ

　　　ンなど

会費　680円（傷害保険料）

申込み　第1回目に各会場で

期間

時間

会場

講師

期間　7月1日～8月1日までの5週間に5回

時間　午後7時半～9時半

会場　飛二小学校（毎週火曜日）

講師　市体育指導委員
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1難購濾撚難縣難烈熱轟顯麟1

スポーツは健康の泉

市体育課（趨ll1番）

《一《｛A・〈｛・
　　　民踊指導者講習会
期日　6月6日、131日、20日、7月1日
　　　7月4日（5回）

　　午後7時～9時
　　市公民館本館ほか

　　柏崎、中条、津南、長岡地方び）民踊

　　郡市内民踊保存会員ほか

申込み　市体育課

時間

会場

内容

講師

　　　　　　　　　　　　　　　　ドノスポーツリー外講習会1
期臼　1回目6月15目　2回目9月～10月（予定）

時間　午後1時～3時半

会場　市公民館本館

テーマ　地域におけるスポーツクラブの育成に一）

　　　し・て

講師　県立女子短大　松木真言教授

申込み　市体育課

一　隔一一㎜　　市民の為の民踊講習会
期日　7月下旬～8月上旬（3回）

時間　午後7時～9時半

会場　市民体育館

内容　レクリェーションとして民踊を習得しよう

講師　市体育指導委員

申込み　市体育課

　バレーボール審判講習会
期日　8月、10月の2回

時間　午後7時半～9時半

会場　市民体育館

内容　6人制、9人制、婦人バレールールに・）い

　　て
講師　県バレーボール協会審判部員

申込み　市体育課

　　　　　　　　　　　　　　｝｝》噸一〉》

　　　　　レクリェーション行事

ジュニアレクリェーション教室

　日時　6月22日　午前9時半～午後3時

　会場　十目町小学校体育館

　内容　ゲーム、うた、ミニ運動会

　講師　日本レク協会公認上級指導員　荒木快英氏

ジュニァ夏休み研修旅行

　期日　8月20日～22日

　会場　県青少年研修センター

　内容　ウォークラリー、キャンプ、角田山登山

婦人レクリェーション講習会

　期日　11月

　内容　レクソング、レクダンス、

市民ハイキング

　期日　9月14日（日）

　行先　未定

グルーフ。の作り方など，

　　学校開放
　地域グ）スポーツ活動の場とし

て、市内グ）指定した小中学校び）

屋内体育館を開放しています．

スポーツをやりたいかたは10名

以上のグループを！）くって申込

みをしてください。

開放校　十日町小、西小、東小、

　　　　中条小、下条小、飛一

　　　　小、吉田小、鐙島小、

　　　　水沢小、六箇小、南中、

　　　　十中、中条中

申込み　市体育課 、
q
O
、
ー



I
N
q
O
、

1（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日1”Illll”1”Illml”””””Ill”1”lll”1””七おJy93δ”5だ’訓『lml”1”1”””ll“””（6）

講
灘
繊鑛

灘懸購

欝

　
第
三
十
五
回
県
美
術
展
覧
会
は
、

今
年
は
当
市
で
の
開
催
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
●
新
潟
会
場
　
●
村
上
会
場
●
両

津
会
場
●
長
岡
会
場
（
六
月
十
九
日

～
六
月
二
十
四
日
厚
生
会
館
）
●
柏

崎
会
場
（
六
月
二
十
七
日
～
七
月
一

日
中
央
公
民
館
）
●
上
越
会
場
（
七

月
三
日
～
七
月
八
日
厚
生
北
会
館
）

　
ま
た
今
回
の
県
展
に
は
、
彫
刻
の

部
で
根
津
憲
一
さ
ん
（
田
川
町
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め

次
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
日
本
画
の
部

　
　
相
崎
紀
子
（
十
日
町
高
校
）

　
■
洋
画
の
部

　
　
山
田
善
彦
（
昭
和
町
）

　
■
彫
刻
の
部

　
　
高
橋
由
美
子
（
十
日
町
高
校
）

　
中
島
隆
（
同
）
・
滝
沢
百
々
子

　
（
同
）
・
桑
原
晴
一
（
新
座
）
・
滝

　
沢
洋
三
郎
（
本
町
）

　
■
写
真
の
部

　
　
湯
沢
喜
一
（
本
町
）
・
野
上
隆

　
一
（
高
島
）
・
遠
田
誠
也
（
山
本
）

・
池
田
健
一
（
梅
沢
）
・
生
越
久

雄
（
原
）
・
竹
内
賢
一
（
川
治
下

町
）薗
書
道
の
部

　
上
村
五
竜
（
春
日
町
）
・
．
岩
田

香
姻
（
本
町
）
・
宮
静
姻
（
丸
山

町
）
・
塩
川
白
椿
（
稲
荷
町
）
・

岡
村
松
姻
（
本
町
）
．
上
村
寧
子

（
春
日
町
）

■
版
画
の
部

　
田
中
武
夫
（
吉
田
山
谷
）

危険物取扱者試験
～準備講習会と開催～

　
県
で
は
七
月
下

旬
に
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
す
が
、

そ
れ
に
備
え
た
受

験
準
備
講
習
会
を

次
の
要
項
で
開
催

し
ま
す
。

期
日
・
会
場
　
六

月
二
十
四
日
㈹
～

二
十
五
日
困
　
十

日
町
市
民
会
館

講
習
対
象
　
乙
種

第
四
類
の
危
険
物

取
扱
者
試
験
の
受
験
者

受
講
料
　
危
険
物
協
会
員
二
千
円
、

非
協
会
員
四
千
円

申
し
込
み

　
六
月
十
七
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
地

域
消
防
本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
※
受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
講
習
会

に
欠
席
さ
れ
て
も
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

（
参
考
図
書
は
当
日
会
場
で
販
売
）

　
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
、
予
防

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
訂
正
と
お
詫
び

　
市
報
と
お
か
ま
ち
五
月
十
日

号
の
九
ぺ
ー
ジ
“
こ
ん
な
グ
ル

ー
プ
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
”
の
中
で
妻
有
木
彫
会
の

タ

代
表
者
大
矢
貞
一
（
稲
荷
町
）

と
あ
る
の
を
阿
部
良
一
（
山
杢
）

と
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
つ

ぎ
の
日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者
は
、

六
月
十
日
㈹
～
六
月
二
十
日
樹
ま
で
．

の
期
間
に
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

予
防
課
あ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
に
、
写
真
（
上
半
身
横

三
穂
ン
×
縦
五
聾
）
一
枚
と
、
講
習
テ

キ
ス
ト
代
二
千
三
百
円
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

講
習
日
時
　
七
月
三
日
困
午
前
九
時

～
午
後
四
時
、
七
月
四
日
働
午
前
九

時
～
午
後
四
時
の
二
日
間

講
習
会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

壷　
注
　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
に

は
、
二
日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い

と
資
格
を
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
十
日
町
地
城
消
防
本
部
（
市

内
川
治
内
後
　
8
七
ー
一
五
五
五
番
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

億
は
麟
鍵
蟹

奏
赤
＋
字
水
上
安
全
法
救

一一赤十字水上安全法

救助員肇膚講冒會壱
助
員
養
成
講
習
会
を
次

の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

★
期
日
…
前
期
六
月
十

七
日
㈹
～
十
八
日
困
、

後
期
七
月
十
九
日
出
～

二
十
日
㈲

★
時
間
…
毎
日
午
前
九

時
～
午
後
五
時
（
但
し

初
日
の
受
付
は
午
前
八

時
三
十
分
～
八
時
五
十

五
分
）

　
★
会
場
…
中
越
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

　
★
対
象
…
満
十
八
歳
以
上
の
健
康

ね
男
女
で
、
つ
ぎ
の
泳
力
を
有
し
、

受
講
後
地
城
や
職
場
で
水
上
安
全
法

の
普
及
や
奉
仕
に
熱
意
の
あ
る
人
。

○
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
共
に
百
財
以

上
・
一
泳
法
で
五
百
材
以
上
・
横
泳

ぎ
二
十
五
材
以
上
・
立
泳
ぎ
一
分
以

上
・
一
材
以
上
の
高
さ
か
ら
飛
び
込

め
る
こ
と
。

★
申
込
み
…
下
記

の
様
式
で
、
〒
九

五
一
　
新
潟
市
関

屋
下
川
原
町
一
丁

目
三
番
一
二
号
切

　
　
　
　
　
　
キ

日
赤
新
潟
支
部
ヴ

事
業
安
全
係
（
8
0
二
五
二
－
三
二

三
一
二
一
番
）
六
月
十
日
㈹
ま
で
に
。

※参加希望会場（必ず記入のこと》　　会

一
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「日本の文化ときもの」

　　　永六輔氏
市民会館ホール　夜7：30～9：00
～中小企業経営合理化推進月間～

■
県
で
は
、
六
月
を
「
中
小
企
業
経

営
合
理
化
推
進
月
間
」
と
定
め
、
中

小
企
業
者
の
皆
さ
ん
に
経
営
合
理
化

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

中
小
企
業
施
策
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
上
記
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。■
主
催

　
　
新
潟
県

　
　
十
日
町
市

　
　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
　
十
日
町
織
物
組
合

■
入
場
は
無
料
で
す
。

■
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
受
給
者
の
か
た
へ

　
左
記
の
目
程
に
よ
り
、
児
童
手
当

現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い
．

　
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
～
．
曳
ご
注
意
を
〃
”

◆
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
保
険
証

期
　
日

時
　
間

場
　
　
所

6
月
3
日

（
火
）

午
前
9
時

～
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

吉
田
出
張
所

下
条
出
張
所

中
条
地
区
公
民
館

6
月
4
日

（
水
）

～
箱
働
如

十
日
町
市
役
所

（
年
金
、
金
融
機
関
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
番
号
の
ご
連
絡
も
）

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
5
月
1
5
目
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
（
）

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

に
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
年
三
月

三
十
鞠
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た

か
た
で
す
。
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
！
、
お

二
人
の
氏
名
、
年
齢
、
結
婚
年
月
日

を
六
月
十
目
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
市

政
事
務
嘱
託
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
は
後
目

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

8
七
±
二
二
番
内
線
二
一
六
へ
。

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
ず
　
，
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

フ
ェ
ン
ダ
ー

テ
レ
キ
ャ
ス
タ
ー

中
　
　
古

十
一
万
円

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器

中
　
　
古

相
談
で

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

新
　
　
品

七
千
円

子
｛
自
一

（
小
｝
女
）

〃

κ
千
円
位

　
ビ
　
ー
　
カ
　
ー

（
　
た
た
み
　
）

中
　
　
古

七
千
円

※
青
少
年
ホ
ー
ム
の
開
館
時
間
が

　
六
月
隅
日
か
ら
変
更
し
ま
す
※

平
日
－
－
午
後
一
時
～
午
後
十
時

土
曜
日
…
午
後
一
時
～
一
午
後
五
時

日
、
祝
日
－
－
休
館
日
で
す
．

ア
　
ル
　
ス

　
付

〃

相
談
で

　
型
ヒ
ー
タ
ー

亀
ど
サ
ン
ヨ
ー
）

〃

六
万
円
位

ホ
ン
ダ
バ
イ
ク

（
　
㏄
）

〃

相
談
で

ホ
ン
ダ
ハ
イ
ク

　
C

〃

無
　
料

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
五
千
円

『十日町の
★
「
こ
の
ま
ち
は
、

て
空
…
…
全
て
の
自
然
が
本
当
に
美

し
く
、
そ
こ
に
住
む
人
達
の
素
朴
な

あ
た
た
か
さ
を
非
常
に
強
く
感
じ
ま

し
た
。
』
　
　
と
明
る
い
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
今
春
四
月
、
東

京
か
ら
は
る
ば
る
市
内
諏
訪
町
の
田

村
良
一
さ
ん
（
事
務
員
二
十
五
歳
）

の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
昌
代
さ
ん

で
す
。

★
二
人
と
も
大
学
時
代
に
知
り
合
い

五
年
間
の
交
際
が
実
を
結
ん
で
今
春

挙
式
。
夫
良
一
さ
ん
の
や
さ
し
さ
に

魅
か
れ
た
と
か
ρ
…
…
：
。

★
十
日
町
市
の
第
一
印
象
に
つ
い
て

は
ー
「
十
日
町
に
初
め
て
来
た
の

は
冬
で
し
た
が
、
何
か
街
全
体
が
メ

㌔諏訪町人にUし凶F
ゆ

や田村昌代
贋　さんなりました』
毛　（25歳）　　　　　　　　〔1〕

ル
ヘ
ン
的
に
感
じ
ま
し
た
。
東
京
の

空
は
夜
に
な
る
と
明
る
い
ネ
オ
ン
で

月
や
星
が
見
え
な
い
ん
で
す
。
で
す

か
ら
尚
更
に
美
し
く
見
え
た
の
で
す
。

　
た
だ
が
っ
か
り
し
た
事
は
、
道
路

が
整
備
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
”
土
”
の

道
路
ー
散
歩
道
が
意
外
と
少
な
か
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
町
の
中
心
に
緑
の

公
園
が
あ
れ
ば
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

な
あ
…
…
っ
て
思
い
ま
し
た
。
」

★
田
村
さ
ん
の
家
は
織
物
業
。
何
ん

の
知
識
も
な
か
っ
た
昌
代
さ
ん
。
今

は
織
物
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
ろ
う

と
職
業
訓
練
校
の
工
芸
織
物
科
で
勉

強
中
で
す
。
初
め
て
の
土
地
の
生
活

の
中
で
、
一
日
も
早
く
“
十
日
町
の

人
”
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

“
嫁
さ
ん
”
で
す
。



I
N
q
O
、

1（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日1”Illll”1”Illml”””””Ill”1”lll”1””七おJy93δ”5だ’訓『lml”1”1”””ll“””（6）

講
灘
繊鑛

灘懸購

欝

　
第
三
十
五
回
県
美
術
展
覧
会
は
、

今
年
は
当
市
で
の
開
催
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
●
新
潟
会
場
　
●
村
上
会
場
●
両

津
会
場
●
長
岡
会
場
（
六
月
十
九
日

～
六
月
二
十
四
日
厚
生
会
館
）
●
柏

崎
会
場
（
六
月
二
十
七
日
～
七
月
一

日
中
央
公
民
館
）
●
上
越
会
場
（
七

月
三
日
～
七
月
八
日
厚
生
北
会
館
）

　
ま
た
今
回
の
県
展
に
は
、
彫
刻
の

部
で
根
津
憲
一
さ
ん
（
田
川
町
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め

次
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
日
本
画
の
部

　
　
相
崎
紀
子
（
十
日
町
高
校
）

　
■
洋
画
の
部

　
　
山
田
善
彦
（
昭
和
町
）

　
■
彫
刻
の
部

　
　
高
橋
由
美
子
（
十
日
町
高
校
）

　
中
島
隆
（
同
）
・
滝
沢
百
々
子

　
（
同
）
・
桑
原
晴
一
（
新
座
）
・
滝

　
沢
洋
三
郎
（
本
町
）

　
■
写
真
の
部

　
　
湯
沢
喜
一
（
本
町
）
・
野
上
隆

　
一
（
高
島
）
・
遠
田
誠
也
（
山
本
）

・
池
田
健
一
（
梅
沢
）
・
生
越
久

雄
（
原
）
・
竹
内
賢
一
（
川
治
下

町
）薗
書
道
の
部

　
上
村
五
竜
（
春
日
町
）
・
．
岩
田

香
姻
（
本
町
）
・
宮
静
姻
（
丸
山

町
）
・
塩
川
白
椿
（
稲
荷
町
）
・

岡
村
松
姻
（
本
町
）
．
上
村
寧
子

（
春
日
町
）

■
版
画
の
部

　
田
中
武
夫
（
吉
田
山
谷
）

危険物取扱者試験
～準備講習会と開催～

　
県
で
は
七
月
下

旬
に
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
す
が
、

そ
れ
に
備
え
た
受

験
準
備
講
習
会
を

次
の
要
項
で
開
催

し
ま
す
。

期
日
・
会
場
　
六

月
二
十
四
日
㈹
～

二
十
五
日
困
　
十

日
町
市
民
会
館

講
習
対
象
　
乙
種

第
四
類
の
危
険
物

取
扱
者
試
験
の
受
験
者

受
講
料
　
危
険
物
協
会
員
二
千
円
、

非
協
会
員
四
千
円

申
し
込
み

　
六
月
十
七
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
地

域
消
防
本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
※
受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
講
習
会

に
欠
席
さ
れ
て
も
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

（
参
考
図
書
は
当
日
会
場
で
販
売
）

　
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
、
予
防

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
訂
正
と
お
詫
び

　
市
報
と
お
か
ま
ち
五
月
十
日

号
の
九
ぺ
ー
ジ
“
こ
ん
な
グ
ル

ー
プ
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
”
の
中
で
妻
有
木
彫
会
の

タ

代
表
者
大
矢
貞
一
（
稲
荷
町
）

と
あ
る
の
を
阿
部
良
一
（
山
杢
）

と
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
つ

ぎ
の
日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
　
受
講
希
望
者
は
、

六
月
十
日
㈹
～
六
月
二
十
日
樹
ま
で
．

の
期
間
に
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

予
防
課
あ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
に
、
写
真
（
上
半
身
横

三
穂
ン
×
縦
五
聾
）
一
枚
と
、
講
習
テ

キ
ス
ト
代
二
千
三
百
円
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

講
習
日
時
　
七
月
三
日
困
午
前
九
時

～
午
後
四
時
、
七
月
四
日
働
午
前
九

時
～
午
後
四
時
の
二
日
間

講
習
会
場
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

壷　
注
　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
に

は
、
二
日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い

と
資
格
を
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
十
日
町
地
城
消
防
本
部
（
市

内
川
治
内
後
　
8
七
ー
一
五
五
五
番
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

億
は
麟
鍵
蟹

奏
赤
＋
字
水
上
安
全
法
救

一一赤十字水上安全法

救助員肇膚講冒會壱
助
員
養
成
講
習
会
を
次

の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

★
期
日
…
前
期
六
月
十

七
日
㈹
～
十
八
日
困
、

後
期
七
月
十
九
日
出
～

二
十
日
㈲

★
時
間
…
毎
日
午
前
九

時
～
午
後
五
時
（
但
し

初
日
の
受
付
は
午
前
八

時
三
十
分
～
八
時
五
十

五
分
）

　
★
会
場
…
中
越
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

　
★
対
象
…
満
十
八
歳
以
上
の
健
康

ね
男
女
で
、
つ
ぎ
の
泳
力
を
有
し
、

受
講
後
地
城
や
職
場
で
水
上
安
全
法

の
普
及
や
奉
仕
に
熱
意
の
あ
る
人
。

○
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
共
に
百
財
以

上
・
一
泳
法
で
五
百
材
以
上
・
横
泳

ぎ
二
十
五
材
以
上
・
立
泳
ぎ
一
分
以

上
・
一
材
以
上
の
高
さ
か
ら
飛
び
込

め
る
こ
と
。

★
申
込
み
…
下
記

の
様
式
で
、
〒
九

五
一
　
新
潟
市
関

屋
下
川
原
町
一
丁

目
三
番
一
二
号
切

　
　
　
　
　
　
キ

日
赤
新
潟
支
部
ヴ

事
業
安
全
係
（
8
0
二
五
二
－
三
二

三
一
二
一
番
）
六
月
十
日
㈹
ま
で
に
。

※参加希望会場（必ず記入のこと》　　会

一

T　E　L

所　　地 一

T　E　L

σ）“ll”1””II“llll“””””と」5∬936」Ψら琶」臨”””1”1”””9”””1”””1”””1“”1（第3種郵便物認可）昭和55年5月25日

髄灘6月2日（月）

「日本の文化ときもの」

　　　永六輔氏
市民会館ホール　夜7：30～9：00
～中小企業経営合理化推進月間～

■
県
で
は
、
六
月
を
「
中
小
企
業
経

営
合
理
化
推
進
月
間
」
と
定
め
、
中

小
企
業
者
の
皆
さ
ん
に
経
営
合
理
化

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

中
小
企
業
施
策
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
上
記
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。■
主
催

　
　
新
潟
県

　
　
十
日
町
市

　
　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
　
十
日
町
織
物
組
合

■
入
場
は
無
料
で
す
。

■
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
受
給
者
の
か
た
へ

　
左
記
の
目
程
に
よ
り
、
児
童
手
当

現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い
．

　
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
～
．
曳
ご
注
意
を
〃
”

◆
持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
保
険
証

期
　
日

時
　
間

場
　
　
所

6
月
3
日

（
火
）

午
前
9
時

～
午
後
4
時

水
沢
出
張
所

吉
田
出
張
所

下
条
出
張
所

中
条
地
区
公
民
館

6
月
4
日

（
水
）

～
箱
働
如

十
日
町
市
役
所

（
年
金
、
金
融
機
関
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
番
号
の
ご
連
絡
も
）

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
5
月
1
5
目
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
（
）

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

に
、
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
年
三
月

三
十
鞠
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た

か
た
で
す
。
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
！
、
お

二
人
の
氏
名
、
年
齢
、
結
婚
年
月
日

を
六
月
十
目
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
市

政
事
務
嘱
託
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
は
後
目

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

8
七
±
二
二
番
内
線
二
一
六
へ
。

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
　
ず
　
，
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

フ
ェ
ン
ダ
ー

テ
レ
キ
ャ
ス
タ
ー

中
　
　
古

十
一
万
円

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器

中
　
　
古

相
談
で

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

新
　
　
品

七
千
円

子
｛
自
一

（
小
｝
女
）

〃

κ
千
円
位

　
ビ
　
ー
　
カ
　
ー

（
　
た
た
み
　
）

中
　
　
古

七
千
円

※
青
少
年
ホ
ー
ム
の
開
館
時
間
が

　
六
月
隅
日
か
ら
変
更
し
ま
す
※

平
日
－
－
午
後
一
時
～
午
後
十
時

土
曜
日
…
午
後
一
時
～
一
午
後
五
時

日
、
祝
日
－
－
休
館
日
で
す
．

ア
　
ル
　
ス

　
付

〃

相
談
で

　
型
ヒ
ー
タ
ー

亀
ど
サ
ン
ヨ
ー
）

〃

六
万
円
位

ホ
ン
ダ
バ
イ
ク

（
　
㏄
）

〃

相
談
で

ホ
ン
ダ
ハ
イ
ク

　
C

〃

無
　
料

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
五
千
円

『十日町の
★
「
こ
の
ま
ち
は
、

て
空
…
…
全
て
の
自
然
が
本
当
に
美

し
く
、
そ
こ
に
住
む
人
達
の
素
朴
な

あ
た
た
か
さ
を
非
常
に
強
く
感
じ
ま

し
た
。
』
　
　
と
明
る
い
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
今
春
四
月
、
東

京
か
ら
は
る
ば
る
市
内
諏
訪
町
の
田

村
良
一
さ
ん
（
事
務
員
二
十
五
歳
）

の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で
来
た
昌
代
さ
ん

で
す
。

★
二
人
と
も
大
学
時
代
に
知
り
合
い

五
年
間
の
交
際
が
実
を
結
ん
で
今
春

挙
式
。
夫
良
一
さ
ん
の
や
さ
し
さ
に

魅
か
れ
た
と
か
ρ
…
…
：
。

★
十
日
町
市
の
第
一
印
象
に
つ
い
て

は
ー
「
十
日
町
に
初
め
て
来
た
の

は
冬
で
し
た
が
、
何
か
街
全
体
が
メ

㌔諏訪町人にUし凶F
ゆ

や田村昌代
贋　さんなりました』
毛　（25歳）　　　　　　　　〔1〕

ル
ヘ
ン
的
に
感
じ
ま
し
た
。
東
京
の

空
は
夜
に
な
る
と
明
る
い
ネ
オ
ン
で

月
や
星
が
見
え
な
い
ん
で
す
。
で
す

か
ら
尚
更
に
美
し
く
見
え
た
の
で
す
。

　
た
だ
が
っ
か
り
し
た
事
は
、
道
路

が
整
備
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
”
土
”
の

道
路
ー
散
歩
道
が
意
外
と
少
な
か
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
町
の
中
心
に
緑
の

公
園
が
あ
れ
ば
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

な
あ
…
…
っ
て
思
い
ま
し
た
。
」

★
田
村
さ
ん
の
家
は
織
物
業
。
何
ん

の
知
識
も
な
か
っ
た
昌
代
さ
ん
。
今

は
織
物
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
ろ
う

と
職
業
訓
練
校
の
工
芸
織
物
科
で
勉

強
中
で
す
。
初
め
て
の
土
地
の
生
活

の
中
で
、
一
日
も
早
く
“
十
日
町
の

人
”
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

“
嫁
さ
ん
”
で
す
。
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謹
醤
謡
鑑
曝
難
膨

　
昭
和
五
十
五
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C
G
接

種
を
、
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。
該
当
者
は
通
知
書
及
び
母
子

手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

該
当
者
及
び
注
意
事
項

○
昭
和
五
十
四
年
生
ま
れ
の
人
全
員

○
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が

陰
性
及
び
疑
陽
性
の
人
全
員

○
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
今
ま
で
に
ツ
ベ
ル

ウ
リ
ン
接
種
を
一
度
も
受
け
た
こ
と

の
な
い
人

O
該
当
者
に
は
個
人
通
知
を
出
し
て

い
ま
す
が
、
万
一
通
知
も
れ
の
人
及

び
転
入
者
は
、
目
程
を
ご
覧
の
う
え

会
場
の
受
付
け
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

地
　
区
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
・
B
C
G

実
　
施
　
時
　
間

実
施
会
場

月
　
　
日

月
　
　
日

東
下
組
小
学
校
区

6
月
4
日
困

6
月
6
日
囲

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

東
下
組
小
学
校

中
条
小
学
校
区

6
月
1
0
日
㈹

6
月
1
2
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

中
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

下
条
公
民
館

吉
田
小
学
校
区

6
月
1
7
日
㈹

6
月
1
9
日
㈱

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

6
月
1
8
日
困

6
月
2
0
日
樹

午
後
2
時
　
　
～
2
時
3
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

真
田
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

6
月
2
3
日
㈲

6
月
2
5
日
困

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後
2
時
2
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

珠
田
分
校

飛
一
小
学
校
区

6
月
2
4
日
㈹

6
月
2
6
日
困

午
後
2
時
　
　
～
2
時
1
5
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
5
分

飛
二
小
学
校

東
小
学
校
区

6
月
2
5
日
困

6
月
2
7
日
働

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

東
小
学
校

六
箇
地
区
7
月
2
日
困

7
月
4
日
囲

午
後
2
時
　
　
～
2
時
1
5
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
菊
分

野
中
小
学
校

十
日
町
地
区

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

　
’

、
　
ー
労
青
少
年

、
ー
ム

十
日
町
地
区

7
月
8
日
㈹

7
月
1
0
日
㈱

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

川
治
地
区
7
月
9
日
困

7
月
n
日
囲

午
後
1
時
5
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

惇
難
の
お
麟
鑑
懸

　
▼
六
月
十
一
日
困
　
午
後
一
時
～

五
時
ま
で
　
小
泉
の
一
蔀
、
北
鐙
坂

第
一
、
第
二
　
▼
六
月
十
二
日
㈱

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
寿
町
一
・

二
・
三
丁
目
の
各
一
部
、
千
歳
町
丁

三
丁
目
の
各
一
部
、
山
本
町
三
・

四
丁
目
の
各
一
部
、
千
歳
町
二
丁
目

▼
六
月
十
三
日
囲
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
七
軒
町
の
一
部
、
昭
和
町

二
丁
目
の
一
部
、
泉
町
の
一
部
、
昭

和
町
三
丁
目

…
　
癒
簿
の
薫
欝
救
愈
墜
…

一
1
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
一

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

…
　
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
皿

㎜
8
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
…

…
1
5
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
一

㎜
　
　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
…

…
2
2
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

…
2
9
目
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1

歳
検6
　
力
診 月

児び育

　4児
検力学
月級
診　及

事
業
名

　6
（　月火
＿
　
1
7
　
日

　6
呆月

＿11
　日

　6
一月
色13

　日

　6
宋月・
＿25
　日

期
日

　午～
　後
4　　1

時　時

　半

～午

　後

21
時時

～覆

瀦

　午～
　後
1　1
時時
半

受
付
時
間

十
日
町
公
民
館

青勤
少労

年
ホ
1
ム

青勤
少労

年
ホ
i
ム

十
日
町
公
民
館

会
場
名

れ～54
の10年

人月8
　生月

生51
れ年
の12
人月

生53
れ年
の12
人月

生55
れ年
の　2
人月

対
象
者

地田箇川十
区・・治日
新大・町
座井六・

全　　　域

参
集
区
域

1歳6ヵ月児検診のみ検診通知書
を送ります（アンケート用紙）

個人通知がなくとも該当月のか
たはおいでください。

備
考

住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
．

●
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個

　
　
成
人
病
検
診
）
日
程

人
通
知
が
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等

で
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り

の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
区

　
　
）

6
月
9
日
偵

　
印
9
　
　
虎

～
午
甚
剛
－
時

仙
之
山
作
業
所
仙
之
山

　
則
－
　
　
，

～
午
払
剛
H
時
半

東
下
組
小
学
校
W
、
　
漉
野

午
後
－
時

～
午
後
－
時
半

慶
地
冬
季
分
校
慶
地

z
　
9
臼

～
午
後
3
時

二
子
冬
季
分
校
二
子

6
月
1
0
日
㈹

午
遇
削
9
時
半

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
岩
野
、
下
条
栄
町
、
桑
原

野
田
、
山
際
、
原
、
廿
日

城
、
下
条
中
央
通
り

6
月
n
日
困

午
越
訓
9
時
半

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
山
根
、
貝
ノ
川
、
新
保
、

水
口
、
蟹
沢
、
為
永
、
下

条
本
町
、
下
山
、
新
光
寺

6
月
1
2
日
困

　
印
O
」

～
午
甚
剛
U
時

上
新
田
公
民
館
上
新
田
全
区

　
剛
n
　
　
－

～
午
払
剛
n
時
菊
分

市
之
沢
作
業
場
市
之
沢

後
－
時
，

～
午
後
2
時
半

克
雪
セ
ン
タ
ー
新
水
、
蕨
平
、
上
田
原

6
月
1
3
日
囲

件
舗
醐
塒
畔

三
’
ツ
山
分
校
三
ツ
山

午
払
剛
－
時
，

～
午
甚
剛
11
時
半

新
水
克
　
　
セ
ン
タ
ー

嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
魚

之
田
川

後
－
時

～
午
後
2
時

飛
二
小
学
校
宇
田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、

山
新
田
、
小
貫

午
後
2
時
，

～
午
後
3
時

枯
木
又
分
校
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

＼ノ

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

．
．
〆
L
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㎜
…
、
．
施
設
見
肇
袋
罐
参
揃
嘆
藻
ぜ
縷
爆
蝋
噸

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

市
の
現
状
、
市
の
し
ご
と
の
実
態
な

ど
を
実
際
に
目
で
見
、
耳
で
聴
い
て

い
た
だ
く
た
め
に
施
設
見
学
会
を
開

賓
長
と
藷
る
百

七
月
一
日
（
火
）

午
後
三
時
～
七
時

「49　●』』
欄』　“』

ζ》

催
し
ま
す
。
市
の
施
設
も
年
々
充
実

し
て
お
り
、
実
情
を
一
日
じ
っ
く
り

か
け
て
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
．
参
加
料
は
無
料
で
す
。

実
施
期
間
　
七
月
中
旬
か
ら
九
月
中

旬
ま
で
の
希
望
の
日
（
土
・
日
曜
目

は
除
き
ま
す
）

対
象
者
　
マ
イ
ク
・
バ
ス
を
使
用
し

ま
す
の
で
、
原
則
的
に
は
二
十
名
位

の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
し
ま
す
。

見
学
コ
ー
ス
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
下

水
道
終
末
処
理
場
建
設
現
場
、
中
央

学
校
給
食
セ
ン
タ
i
、
博
物
館
、
魚

沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

　
市
民
と
語
る
日
は
、
今
ま
で
に
三

回
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
盛

況
で
す
。

　
今
年
は
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
、

八
月
か
ら
会
場
を
水
沢
、
吉
田
、
下

条
の
三
地
区
に
移
し
、
地
区
市
民
と

語
る
目
も
行
い
ま
す
。

　
移
動
市
民
と
語
る
日

　
八
月
－
：
－
水
沢
地
区
公
民
館

　
九
月
…
…
吉
田
地
区
公
民
館

　
十
一
月
…
下
条
地
区
公
民
館

　
こ
の
ほ
か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

携
行
す
る
も
の
　
昼
食

申
し
込
み
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
市
総
務
課
企
画
広
報
係
（
溶

七
－
三
一
二
番
内
線
二
三
六
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

街頭献血にご協力を

七
月
圏
日

商
工
福
祉

　
　
　
　
会
館
前

　
七
月
一
目
か
ら
一
カ

月
間
「
愛
の
血
液
助
け

合
い
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
例
年
、
夏
に

な
る
と
海
や
山
に
出
か

七
月
分
広
聴
会
日
程

，
9
－
，
，
；

実施月日團 地　　区 会　　場

7月4日囲 下　条　地　区 下条中学校
7月7日（月） 水沢小学校地区 水沢地区公民館

7月10日困馬場小学校地区 馬場小学校
7月11日働美佐島地区 江道・猿倉開発センター
7月14日（月）吉　田　地　区 吉田中学校
7月18日囲十日町西部地区 博　　物　　館

7月21日側八　箇　地　区 池の平集会所

7月22日図十日町東部地区 市　民　会　館

時間はいずれも夜7時～9時

け
る
人
が
多
く
、
交
通
事
故
も
多
発

し
血
液
の
使
用
量
が
増
え
る
反
面
、

夏
の
暑
さ
や
、
疲
れ
、
だ
る
さ
な
ど

が
原
因
と
な
っ
て
献
血
意
欲
を
鈍
ら

せ
、
こ
の
期
間
に
、
特
に
血
液
が
不

足
す
る
た
め
献
血
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

　
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
セ
ン
タ
i
長
に
血
液
友
の

会
の
馬
場
文
平
さ
ん
を
委
嘱
し
て
街

頭
で
の
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
十
日
町
青
年
会
議
所
会

員
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
で
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
献
血
思
想
の
普

及
と
向
上
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
献
血
車
日
程

と
き
　
七
月
一
日
（
火
）
午
前
十
時

　
　
　
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前

　
　
　
　
　
　
（
献
血
車
二
台
）

　
　
献
血
で
き
る
人

※
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

健
康
な
人

※
体
重
が
男
子
四
十
五
キ
距
ラ
以
上
、

女
子
四
十
キ
距
ラ
以
上
の
人
。

※
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経

過
し
て
い
る
人
（
献
血
手
帳
の
あ
る

か
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）


